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あらまし：本稿では，2004 年 1 月に行った e ラーニングコンテンツ／サービスの品質に関するニーズ調査

の概要と結果について述べる．本調査において「品質への取組み」と「品質への必要性の認識」の関係に

ついて分析した結果，コンテンツベンダで良いコンテンツ作りへの取組みをしていると自負しているにも

関わらず，実際には品質保証活動への関心は薄く，自己満足で開発している可能性が推測された．
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1. はじめに

　近年，e ラーニングが普及するにつれて，その品質

保証が問題になってきている．品質保証は重要である

にも関わらず，e ラーニングの分野では全体的な品質

保証の状況ですら明らかになっていない．さらに，品

質保証に対する意識が立場によって異なることも考え

られる．つまり，実際の品質保証の状況を把握し，ど

のような課題やニーズがあるか明確にして，各立場毎

に検討することが必要である．そこで，e ラーニング

に関連した業務を行っている企業・組織の担当者を対

象に，質問紙による調査を行った．本稿では，この調

査の概要と結果について述べる．

2. 品質保証調査の枠組み

2.1 品質保証調査の観点

　調査を行うにあたって，既存の国際的取り組み及び

国際的規格を整理し，e ラーニングコンテンツ／サー

ビス品質保証の評価内容や方法について品質保証の観

点を考え，5 つの品質(組織品質，プロセス品質，製品・

サービス品質，利用品質，学習品質)を設定した．

　組織品質は ISO9000 ファミリー規格，プロセス品

質は ISO10006 及び RFDQ 規格を，製品・サービス

品質は ASTD ECC 及び QOL, Sloan-C 規格など，既

存の品質保証規格を参考にして設計している．さらに，

e ラーニングコンテンツ／サービス向けに新たに利用

品質，学習品質の 2 つを追加した．前者は ISO9126
及び ASTD ECC 規格を参考に，後者は独自に検討し，

作成した．

2.2 品質保証調査の項目

　品質とは，製品や成果からもたらされるものであり，

これらは各プロセスで作り込みを行うことで生成され

ると考えられる．このため，プロセスで何が行われ，

何がもたらされるか，どのようなプロセスが重要な要

素となるか考えておく必要がある．そこで，対象者の

属性，品質への関心，組織の現状や，品質保証規格の

必要性及び必要と考える対象や視点に着目し，次のよ

うな観点から項目を設定した．

・ e ラーニング品質への組織的関心とその対象

・ 品質を高める上で何が必要となるか

3. 調査実施

3.1 調査方法

a）手続き：調査票を郵送(135 部，31 組織)及び e メー

ル(約 1,800 名)で配布した．調査時期は 2004 年 1 月中

旬～2 月上旬である．

b）調査対象者：業務で e ラーニングに関わる人々を

対象とした．郵送で 68 部(回収率 50.4％)，e メールで

35 部(回収率 1.8％)，合計 103 部(うち有効なもの 100
部)の調査票を回収した．内訳はコンテンツ開発者

(25％)，コンテンツベンダ(15％)，システムベンダ

(15％)，人材開発担当者(11％)，サービスベンダ(10％)，
教師・インストラクタ(7％)である．

3.2 調査結果

a）e ラーニング品質の組織的関心・取組み：品質の組

織的関心・取組みについての結果を表 1 に示す．回答

は「1:関心がない」～「4:関心があり、組織的導入を

検討している(既に実施)」の 4 段階である．関心が高

かったのはマルチメディアを多用した教育コンテンツ

の開発方法と，最適な教育コンテンツの開発方法(イン

ストラクショナル・デザイン)であった．次いで，品質

を高める学習効果測定・評価機能，学習管理機能，学

習サポート機能，学習促進機能など，品質を高める機

能についての項目が高い関心を示した．その一方で，

情報の開示に関する項目は，関心が低い傾向にあった．

表 1　eラーニング品質の組織的関心・取組み

 平均値 標準偏差 度数
マルチメディアを多用した教育コンテンツの開発方法 3.40 0.81 98
最適な教育コンテンツの開発方法（ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ） 3.35 0.75 99
品質を高める学習効果測定・評価機能 3.30 0.69 98
品質を高める学習管理機能 3.27 0.81 98
品質を高める学習サポート機能（ヘルプデスクやメンタリング等） 3.24 0.77 97
品質を高める学習促進機能（ナビゲーションや学習者モデル等） 3.24 0.76 97
バグや不具合を効果的に減らす体制 3.12 0.85 98
教育コンテンツの品質査定・検収体制 3.10 0.88 97
定期的な教育コンテンツの改訂・訂正体制 3.03 0.84 98
品質を高める教師支援機能 3.01 0.84 98
規格や基準に基づく共通的な教育コンテンツ情報の開示体制 2.90 0.86 98
品質管理・改善の組織的活動（TQC的） 2.88 1.01 98
教育コンテンツ開発プロセスの情報開示体制 2.85 0.92 97
購買・調達に必要な品質に関する情報の開示 2.63 0.92 97
品質保証システムの組織的活動（ISO9000的） 2.61 0.98 98



b）品質を高める上で何が必要：e ラーニングコンテン

ツ／サービスの品質を高める上で必要と考えることは

表 2 のようになった．ここでは各項目を 9 つの品質カ

テゴリにまとめ，回答は「1:同意しない」～「5:強く

同意する」の 5 段階である．制作物品質／結果品質が

最も高い値を示し，次いで，学習品質が高い値を示し

た．逆に，e ラーニングコンテンツ／サービスの保証

制度・体制は最も低い値を示し，他と比較しても平均

値が 0.4 ポイント以上も低かった．

　さらに，回答者の立場毎に分けたものを図 1 に示す．

コンテンツベンダの「(a)保証制度・体制」が全体と比

べて特に低い値を示していることが分かる．また「(e)
開発プロセスの品質」「(h)品質マネジメントシステ

ム」も低い値であり，全体としてコンテンツベンダの

品質への関心の低さが目立つ結果になった．

c）品質への組織的関心・取組みと必要性の認識：先の

結果からコンテンツベンダの品質への関心の低さが指

摘された．これは自負であれば良いが，単に自己防衛

であるとするなら問題である．そこで品質への取組み

と必要性の認識との関係について分析を行った．

　まず，品質への組織的関心・取組みについて変数が

多いため変数を減らし，背後にある考え方を特定する

ために因子分析を行った(主因子分解，エカマックス回

転法)．結果を表 3 に示す．さらに，各因子毎に合成得

点を算出し，標準化した後，「高群」「中群」「低群」の

3 群に分けた(表 4)．この 3 群間における品質保証の必

要性の認識について検討を行った(表 5)．その結果，

“教育学習支援機能”では群による差は認められなか

った．また，“効果的教育コンテンツ開発”では「開発

プロセスの品質」への必要性において有意差があった

が，群間による明確な差は確認できていない．それに

対して，“品質保証システム体制”では「品質保証制

度・体制」「提供する組織の品質」「開発プロセス品質」

「学習品質」「品質マネジメントシステム」と多くの品

質項目で高群と低群で有意差が見られた．

　つまり，品質保証システム体制などの制度を必要と

認識し，その取組みがきちんと成されている場合は，

多くの品質保証の側面において高い関心を寄せ，必要

性を認識できているといえる．一方で，効果的教育コ

ンテンツの開発へ積極的に取組んでいても，それが総

合的な品質への関心や品質を保証することとは無関係

である可能性がある．コンテンツ供給側が単に，良い

機能を付けよう，良いコンテンツを作ろうと考えても，

そのことによって品質への必要性という重要な認識が

醸成されていないことを意味している．

4. おわりに

　調査結果から，立場によって品質保証に対する意識

が異なっていることが明らかになった．特に，コンテ

ンツベンダで，良いコンテンツ作りに取組んでいると

自負しているにも関わらず，結果として品質への関心

が薄く，自己満足で開発している可能性を推測できた．

品質への組織的関心・取組みと必要性の認識について

は，品質に対する組織的な取組み(品質保証システム体

制など)が成されている場合，品質保証について高い関

心を持ち，必要性を認識できていることが分かった．

品質保証には，まず，品質に対する組織的な取組みに

ついて検討を行うことが重要であるといえる．

　今後は，e ラーニングにおいて必要となる品質の具

体的項目について議論・検討を重ねて行く予定である．

表 3　品質への取組み（因子分析）

表 2　品質を高めるため必要なこと

図 1　品質を高めるため必要なこと（回答者立場別）

表 4　各取組みにおけるケース数

表 5　品質保証への必要性の認識（取組み別）

因子
教育学習
支援機能

品質保証
ｼｽﾃﾑ体制

効果的教育
ｺﾝﾃﾝﾂ開発

品質を高める学習管理機能 0.794 0.263 0.217

品質を高める教師支援機能 0.761 0.173 0.199

品質を高める学習促進機能(ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝや学習者ﾓﾃﾞﾙ等) 0.736 0.198 0.414

品質を高める学習ｻﾎﾟｰﾄ機能(ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸやﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞ等) 0.661 0.149 0.390

品質を高める学習効果測定・評価機能 0.645 0.321 0.331

品質保証システムの組織的改善(ISO9000的) 0.149 0.863 0.124

品質管理・改善の組織的活動(TQC的) 0.212 0.785 0.262

規格や標準に基づく共通的な教育コンテンツ情報の開示体制 0.124 0.707 0.316

教育コンテンツ開発プロセスの情報開示体制 0.247 0.621 0.231

購買・調達に必要な品質に関する情報の開示 0.264 0.586 0.299

バグや不具合を効果的に減らす体制 0.209 0.294 0.795

教育コンテンツの品質査定・検収体制 0.247 0.402 0.721

マルチメディアを多用した教育コンテンツの開発方法 0.411 0.174 0.574

定期的な教育コンテンツの改訂・訂正体制 0.386 0.233 0.529

最適な教育コンテンツの開発方法(ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ) 0.414 0.255 0.490

 平均値 標準偏差 度数
制作物品質／結果品質 4.01 0.68 97
学習品質 3.94 0.70 97
e-ラーニングコンテンツの再利用 3.90 0.94 100
e-ラーニングコンテンツ／サービスを提供する組織の品質 3.89 0.78 99
製品の具体的開発 3.86 0.77 99
e-ラーニングコンテンツ／サービス開発プロセスの品質-1(ﾗｲﾌｻｲｸﾙﾌﾟﾛｾｽ) 3.78 0.78 96
e-ラーニングコンテンツ／サービス開発プロセスの品質-2(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) 3.71 0.70 98
品質マネジメントシステム 3.69 0.79 99
e-ラーニングコンテンツ／サービスの保証制度・体制 3.21 1.13 99

教育学習
支援機能

品質保証
ｼｽﾃﾑ体制

効果的教材
ｺﾝﾃﾝﾂ開発

高群 34 26 32
中群 34 43 38
低群 26 25 24
合計 94 94 94

      教育学習支援機能      品質保証システム体制    効果的教育コンテンツ開発
品質保証の必要性 f値 有意確率 多重比較 f値 有意確率  多重比較 f値 有意確率 多重比較

品質保証制度・体制 0.93 0.397 7.39 0.001 ** 低＜高 0.16 0.854
eラーニングコンテンツの再利用 0.79 0.456 1.83 0.166 0.32 0.725
提供する組織の品質 0.98 0.378 5.33 0.006 ** 低＜高 2.32 0.104
開発ﾌﾟﾛｾｽ品質(ﾗｲﾌｻｲｸﾙ) 1.12 0.330 6.70 0.002 ** 低＜高 2.57 0.082
開発ﾌﾟﾛｾｽ品質(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) 0.41 0.666 3.48 0.035 * 低＜高 0.70 0.500 *
制作物品質／結果品質 1.27 0.285 0.25 0.781 2.37 0.099
学習品質 1.33 0.269 3.00 0.055 * 低＜高 1.26 0.289
品質マネジメントシステム 0.01 0.991 7.22 0.001 ** 低＜高 1.55 0.217
製品の具体的開発 0.04 0.961 2.34 0.103 0.25 0.780
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(a) eラーニングコンテンツ／サービスの
　　　　　　　　　　　　　保証制度・体制

(b) eラーニングコンテンツの再利用

(c) eラーニングコンテンツ／サービスを
 　　　　　　　　　提供する組織の品質

(d) eラーニングコンテンツ／サービス
開発ﾌﾟﾛｾｽの品質(ﾗｲﾌｻｲｸﾙﾌﾟﾛｾｽ)

(e) eラーニングコンテンツ／サービス
開発ﾌﾟﾛｾｽの品質(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)

(f) 制作物品質／結果品質

(g) 学習品質

(h) 品質マネジメントシステム

(i) 製品の具体的開発



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


